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8月があっという間に終わろうとしています。街を吹く風にいくらか秋の気配を感
じるのは気のせいでしょうか。夏が終わってしまう前に、もう少し子供をプールに
連れて行ってやれば良かったなと反省しています。子供と遊ぶ時間は、子供が大き
くなってからでは取り返すことは出来ませんから。・・・遊んでもらっているのは
親のほうかも知れません。  
■みんなの声 
「三宅島支援企画」の取り組み 
 私ども首都圏コープグループは、首都圏

1都6県の8つの生協で構成されている事

業連合グループです。首都圏コープグルー

プでは、２００１年９月より、私ども進め

ている個人対応型の無店舗事業「パルシス

テム」において、伊豆諸島関連の商品を販

売して、その利益を島民の皆さんに役立て

ていただくという「三宅島支援企画」の取り組

みを開始しました。幸い、多くの組合員の

皆さんのご支持をいただくことができ、9

回目となる今回の企画では8,593点、

581万4,472円のご利用をいただきまし

た。これまでの取り組みの義援金の総額は、

1,868万4,104円となりました。生協の

「たすけあい」の精神が生かされた取り組

みであると思っています。 

 来年2月にいよいよ帰島となりましたが、

ライフラインの整備、家屋や田畑の復旧作

業など、解決すべき課題はたくさんあるか

と思います。首都圏コープグループは今後

も生協らしい支援に取り組んでまいります。帰

島に向けてお忙しい日が続くかと思います

が、島民の皆さん、関係者の皆さんともに、

くれぐれもお体に気をつけてくださるよう

お願いします。三宅島島民の皆さんが一日

も早く落ち着いた生活を取り戻すことを心より

お祈り申し上げます。 

(生活協同組合連合会 首都圏コープ事業連合 

運営部 企画広報課 堀田澤義人) 

 
「白馬おじさんバンド」 
 石原裕次郎主演の映画「黒部の太陽」の

舞台、黒部ダムで有名な長野県大町市に

「白馬おじさんバンド」という中年（？）カントリ

ーバンドがあります。彼らは「三宅島家族団欒

支援事務局」を立ち上げ、大町の人たちの力

を集めて、平成１４年の暮れから三宅島の小

中学生をもつ若い家族に招待旅行をプレゼン

トしてくれています。この夏、もう4回目とな

る今回は11家族40名が2泊3日で招待さ

れました。トロリーバスに乗って行った黒

部ダムの威容に驚き、夜は野外ステージで

行われた普天間かおりさんのコンサートで

楽しませて頂きました。腰原大町市長から

温かい励ましの言葉も頂きました。 

 この支援企画で大町市を訪ねた三宅島民

は延べ３００名になろうとしています。「家

族が一番大事」「家族でゆっくり過ごして

欲しい」と考える、バンドリーダー中村さ

んのお陰で参加者は本当にゆっくり大町で

過ごさせていただいて来ました。中村さん

は大町温泉郷でホテル夢の湯という宿を経

営されています。何回も招待されているこ

とにお礼を言うと、「余計なお世話と言わ

れると辛いけど、俺たちはしたいことをし

ているだけだから。」と中村さんたちは笑

顔で言います。 

 三宅島の厳しい状況をよく理解してくれ

ながらも「帰島になったら、真っ先に俺たちを

呼んでくれ。ギターもアンプもバーベキュー台

もなんもかんも持っていくから」という中村さん

たちをいつか三宅島に呼んで、コンサートを開

きたいと夢見ています。信州大町と三宅島は

遠く離れていますが、この出会いはきっと

三宅島の財産になると思っています。 

(三宅島社会福祉協議会 桑村 健司) 

■三宅島災害・東京ボランティア支援センターより 
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「第９回三宅島島民ふれあい集会のご提案」 
 
 当センターでは、2000年12月3日(日)に全国の善意のみなさんと共に全島避難のため、
離れ離れでの避難生活を余儀なくされた島民のみなさんが、再会を通じて少しでも元気付
け勇気付けが出きればという想いで、第1回目となる三宅島島民ふれあい集会を開催させ
ていただきました。それ以降この集会も8回を数えました。そして月日は流れて、いよい
よ来年2月に避難指示の解除を迎えるまでになりました。 
 今、私達は島民のみなさんが、今後避難指示解除という大きな節目を迎えようとしてい
る中で、大変に複雑なお気持ちで居られることも感じています。そんな中、多くの島民の
方はもとより、当センターを支えて下さっている関係の皆様から、もう一度島民の皆さんを
勇気付ける機会とするために、あの集会を開催してはとの声をいただきました。それを受けて関
係の皆さんとご相談させていただいた所、快く応じていただくことができました。 
 そして、先週の21日(土)に開催された第50回三宅島島民連絡会会議に出席させていた
だいて「第９回三宅島島民ふれあい集会」開催のご提案をさせていただきました。 
期日は１１月２８日(日)、会場は引き続いて港区立芝浦小学校・芝浦幼稚園にご協力いただくこと
になっています。開催時間や内容等は、今後皆さんからご意見を伺いながら検討してまいり
ますが、この集会をこれまで同様に、島民の皆さんのお気持ちに沿った内容にしたいと考
えています。 
 過去の集会開催では、島民実行委員会として皆さんからご意見を伺う機会を設けさせて
いただいてまいりました。そこで、今回の集会開催でも島民実行委員会を設けさせていただ
きたいと思います。実行委員会の具体的な開催については、後日「みやけの風」等を通じてお呼
び掛けさせていただきたいと考えていますので、是非ともご参加をお願いします。 
 皆さんのご意見を元に島民の皆さん、参加される全ての皆さんにとって気持の良い集会
にしたいと思います！           (三宅島災害･東京ボランティア支援センター事務局) 
 

■三宅村在宅介護支援センターより 
 

9月の介護者教室のご案内 
 

9 月は高齢者支援センターのない地区にて開催いたします。 

テーマ 介護予防『ぴんぴんころり』のために 
 
 前回、前々回の介護者教室では、介護保険についてお話しました。 
 今回は『介護予防』というテーマで、｢介護を受けずにぴんぴんころり｣の希望の実現に
向け、実際に｢からだ｣と｢こころ｣を動かしていただきます。 
 どうぞ、動きやすい服装でご参加ください。 
 

日  程 
日 程 地 区 会 場 時 間 

9 月 21 日(火) 練馬区 中村住宅集会所 13：30～15：00 
9 月 22 日(水) 江東区 東砂 2丁目アパート 栗原様宅 13：30～15：00 
9 月 24 日(金) 足立区 入谷第 2 アパート 集会室 13：30～15：00 
9 月 26 日(日) 港 区 港南 3丁目アパート 自治会集会室 14：00～16：00 
9 月 27 日(月) 葛飾区 高砂団地 第 5 集会所 13：30～15：00 
9 月 29 日(水) 大田区 仲六郷東電社宅 空室 13：30～15：00 
9 月 30 日(木) 国立市 泉 2 丁目アパート 南プラザ集会室 13：30～15：00 
  
来春 2 月に予定されている避難解除に向け、皆さん、何かと忙しい毎日をお過ごしのこ
とと思いますが、ここらでちょっと一息、ごいっしょにからだを動かしたり、大きな声で
歌ったりしてみませんか？ 
 たくさんの方の参加を、お待ちしています。 
 
お問合せ：三宅村在宅介護支援センター 担当：北村淑子 03－3259－8389 


